
概要

【目的】就労世代（20歳～59歳）女性を対象に、身体活動指針
達成に関連する要因を明らかにすることを目的とした。

【方法】公益財団法人笹川スポーツ財団が実施したスポーツラ
イフ・データ2022（935人）を用いた。世界標準化身体活動質問
票の回答から厚生労働省の身体活動指針（23メッツ・時／週以
上）の達成有無を従属変数とし、年齢、配偶者の有無、子ども
の有無、最終学歴、等価年収、職業、体力の主観的評価、運動
不足の主観的評価、居住都市規模を独立変数としてポアソン回
帰分析を行った。

【結果】身体活動指針を満たす者の割合は全体の25.2％であっ
た。未婚女性では身体活動指針を満たす割合が有意に高く、等
価所得が低い層や運動不足を感じている女性では、身体活動指
針の達成率が低かった。20～39歳ではフルタイム勤務者、40～
59歳では未婚であることが特に有意な関連要因であった。

【結論】就労世代女性において、配偶者の有無、等価所得、運
動不足の主観的評価が身体活動指針の達成に影響することが示
唆された。
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